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4 区のこれからを考える 

4.1 ＳＷＯＴ分析から見る東住吉区 

東住吉区の現状と課題を踏まえ、Strength（強み）、Weakness（弱み）、Opportunity（機会）、Threat（脅威）の観点で以下のように整理しました。 

   

■　地域傾向 ■　地域傾向
【子育て】

● 合計特殊出生率は、大阪市全体と比べて高い。令和２年において市内で４番目に高い。 ● 大阪市は全国平均より児童虐待が多く、平成  年より、横ばいで推移している。

● 児童数は大阪市内で７番目に多く（  区中）、市内では比較的児童数が多い。 【医療・健康】

● 健康寿命は国の平均と比較して短い。

● 健康寿命が延びている。 ● 国民健康保険特定健康診査受診率が大阪市全体と比べて少し高いが、一方で国よりは低い。

【住宅】 ● がん検診受診率が大阪市全体と比べて低い。

● 区面積の半分以上が住宅系で構成されており、住宅の種類（戸建て、共同住宅）に応じて、多様な世帯が住める。 【福祉】

【公園・緑地】 ● 生活保護受給世帯数が大阪市内で６番目に多い。生活保護率は    で、市内４番目に高い。

● 経営耕地面積が、大阪市内で４番目に多く、生産緑地は公園南矢田、住道矢田に多く分布している。 【住宅】

● 公園面積は  haあり、大阪市内で２番目に多い。 ● 空家率が大阪市内で４番目に高い。

【地域愛】 【安心】

● 町会加入率は減少傾向だが、大阪市全体の平均より高い で推移している。 ● 令和６年交通事故発生件数   件で大阪市内で８番目の多さ。（人口千人あたり約   件）

■　地域資源 ● 令和６年全刑法犯認知件数は     件で大阪市内で  番目の多さ。（人口千人あたり約    件）

【福祉】 ■　地域資源
● 「長居障がい者スポーツセンター」や「大阪発達総合療育センター」「早川福祉会館」等の施設の立地。 【住宅】

【緑地】 ● 狭い道路に面した木造住宅が多く、区域の多くが面的な災害の可能性が高い密集住宅市街地に設定。

●
区花であるナデシコや伝統野菜である田辺大根など自然が身近にある。今川緑道の桜、田辺の蛍、矢田ではお米、季節

を感じられる。（区政会議意見）
【インフラ】

【商店街】 ● 区内にある施設の今後の老朽化と管理コストの増大が懸念される。

● 駒川商店街をはじめ、各所に商店街があり、日常の便利性が高い。買い物が便利。

【長居公園】

●
スポーツを楽しめるのみならず、イベントやコンサート等で多様な世代が集い、芸術や植物など心に触れる、「食」

「学び」もある空間。

【歴史】

●
近世以前の農村集落を期限とする住宅地が一部に点在しており、古い家屋・寺社・塀の立ち並びが歴史を醸し、景観に

趣を与えている。

■　特性
【地域愛】

●
昔から住んでいる方の地域を想う気持ちや地域の子ども達を想う気持ちが大きく、地域コミュニティが強い。ボラン

ティア、各種団体活動が活発である。（区政会議意見）

● まちが清潔で、美化意識が高い。（区政会議意見）

■　地域傾向 ■　地域傾向
【人口】 【子育て】

● 近年、転入人口が増加している。 ● 全国的なひとり親世帯の増加。

【商業・工業】 【高齢化】

● 卸売業、小売業のシェアが    %と最も高く、次いで製造業が     となっており、従業者数が近年微増傾向。 ● 住道矢田、公園南矢田、照ケ丘矢田の高齢化率が   を超えている。今後も区全域で高齢化が進行する。

【地価】 ● 高齢単身者割合が大阪市全体と比べて高い。

● 平成  年を基準として土地による差はあるものの、令和５年からは上昇傾向にある。 【商業・工業】

【交通利便性】 ● 事業所数が減少している。

● 東住吉区内の大阪メトロと近鉄の駅の乗降人数は、年々上昇している。 【地価】

■　地域資源 ● 一部地域で地価が停滞している。

【交通利便性】 ■　地域資源
● JR関西本線・阪和線、近鉄南大阪線、大阪メトロ谷町線が通り、都心へのアクセスが良好。 【住宅】

■　特性 ● 空家等の増加。

【新技術】 【緑地】

● DXの推進による区役所の利便性の向上。 ● 営農の後継者不足による耕作放棄地の増加。

【社会潮流】 【防災】

● ライフスタイルの変化と多様な幸せ（Well Being）の追求。 ●
大和川が氾濫した際、公園南矢田、住道矢田、照ケ丘矢田、矢田が近く、浸水の到達速度が速い区域となって

いる。災害の激甚化。

【子育て】

【医療・健康】
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